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熟練の技、ここにあり 
　「いつまでも年を感じさせない床屋でありたい」と語るのは、
小国小坂町「中津川理容所」の中津川ヨシさん。１５歳から理
容師を始めて、今年で５９年を迎える。 
　熟練の技と明るい笑顔が多くの人をひきつけ、今日もりん
とした姿で鏡の前に立つ。 

輝きの瞬間 
と き 
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小
国
町
青
少
年
健
全
育
成
合
同

研
修
会
が
、
七
月
三
十
一
日
、
小

国
高
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
図
ろ
う
と
実
行
委
員
会

（
遠
藤
和
壽
会
長
）
が
初
め
て
主

催
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
町

内
外
よ
り
小
中
高
生
や
保
護
者
な

ど
約
百
八
十
名
が
参
加
し
、
親
子

自
然
野
外
教
室
や
柔
道
教
室
、
そ

し
て
剣
道
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
真
剣
な
表

情
で
講
師
の
先
生
方
の
話
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

白
沼
小
中
学
校
（
永
沼
洋
美
校

長
）
に
、
八
月
十
日
、
国
土
交
通

大
臣
よ
り
長
年
の
国
道
清
掃
に
対

し
て
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
が
、
昭
和
四
十
八
年
か
ら

毎
年
春
と
秋
の
年
二
回
、
全
校
挙

げ
て
国
道
清
掃
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
は
そ
の

実
績
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

永
沼
校
長
は
、「
今
後
も
継
続
し

て
国
道
の
清
掃
に
取
り
組
み
、
小

国
町
の
玄
関
口
と
し
て
美
し
い
白

沼
地
区
に
し
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

県
立
米
沢
商
業
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
（
安
藤
真
美
部
長
）
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
八
月
五
日
、
松

風
館
（
岩
井
沢
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
同

館
で
三
泊
四
日
の
合
宿
を
行
っ
た

練
習
の
成
果
を
町
民
の
皆
さ
ん
に

披
露
し
よ
う
と
、
同
高
吹
奏
楽
部

が
企
画
し
た
も
の
で
す
。
合
宿
に

は
、
一
〜
三
年
ま
で
の
部
員
八
十

七
名
が
参
加
。
大
行
進
曲
ガ
マ

テ
ッ
ク
な
ど
五
曲
を
披
露
し
て
い

ま
し
た
。

白
い
森
に
響
く

米
沢
商
業
サ
ウ
ン
ド

青
少
年
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て

国
道
清
掃
で

国
土
交
通
大
臣
表
彰

8/5

8/10

7/31
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坂
町
会
（
渡
部
佳
一
会
長
）
が

主
催
す
る
夏
休
み
子
ど
も
学
習
会

が
、
八
月
九
日
か
ら
十
一
日
ま
で

坂
町
会
館
（
小
国
小
坂
町
）
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
地
域
の
子
ど

も
と
の
関
わ
り
を
も
ち
、
地
域
全

小国町教育委員会
外国語指導助手
キャサリン・クラークさん

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

　８月から小国町の外国語指導助
手に就任されたキャサリン・クラー
クさんにお話をうかがいました。
　「私はアメリカのカリフォルニア
州の出身で、大学では英文学を勉強
してきました。日本に来るのは初め
てですが、日本の子どもたちと英語
の勉強をするのをとても楽しみに
しています。英語は文法も大切です
が、異なる文化に触れることの大切
さを子どもたちに伝えていきたい
です。また、授業をとおして、『英
語が楽しい』と感じてもらえるきっ
かけづくりができればうれしいで
すね。
　趣味は、写真とスキューバダイビ
ングです。冬には、雪がたくさん降
ると聞いていますので、スキーをす
るのをとても楽しみにしています。
　実際に住んでみて一カ月以上経
ちますが、町民の皆さんの心が温か
い印象を受けました。日本語を一生
懸命勉強して、皆さんと多くの場所
で出会えることを今から楽しみに
しています。どうぞよろしくお願い
します」。

体
で
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
ろ

う
と
今
年
初
め
て
企
画
し
た
も
の

で
す
。
当
日
は
、
地
区
内
小
学
生

十
四
名
が
参
加
。
会
場
で
は
、
上

級
生
が
下
級
生
に
宿
題
を
教
え
る

な
ど
の
微
笑
ま
し
い
光
景
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
亀
田
真
由
美

先
生
の
指
導
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
が
、
八
月
四
日
か
ら
五

日
に
か
け
て
玉
川
小
中
学
校
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

五
日
の
夜
に
は
、
総
合
セ
ン
タ
ー

で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
受
講
生
の

皆
さ
ん
が
「
花
」
や
「
蒼
き
ド
ナ

ウ
」
な
ど
こ
れ
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
披
露
。
会
場
を
訪
れ
た
聴
衆

の
皆
さ
ん
は
、
響
き
渡
る
美
し
い

歌
声
に
時
間
を
忘
れ
て
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

地域全体で

子どもとの関わりを

白い森での

練習の成果を披露

子どもたちと一緒に楽しみながら
英語の学習に取り組みたい

8/4～5

8/9～11
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町
内
各
地
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
七
月
十
七
日
の
豪
雨
災
害
。
町
内
農

林
業
・
土
木
施
設
等
の
被
害
総
額
は
約
三
億
六
千
万
円
に
上
り
、
現
在
、
町
で

は
、
被
害
箇
所
の
復
旧
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
最
大
の
町
域
に

険
し
く
入
り
組
ん
だ
地
形
と
な
っ
て
い
る
本
町
を
こ
う
し
た
災
害
か
ら
守
る
た

め
に
、
国
、
県
の
機
関
が
整
備
さ
れ
て
き
た
治
水
等
の
施
設
が
大
き
な
効
果
を

発
揮
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
町
の
復
旧
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
町

内
で
国
、
県
の
治
水
施
設
が
果
た
し
て
き
た
役
割
を
紹
介
し
ま
す
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
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復
旧
事
業
の
状
況
と
広
大
な
町
土
を
守
っ
た
治
水
施
設 そそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそそのののののののののののののののののののののののののののののののの22222222222222222222222222222222その2

被
災
総
額
は 

約
三
億
六
千
万
円

　

町
で
は
、
七
月
十
七
日
の
豪
雨

災
害
を
受
け
、
翌
十
八
日
か
ら
被

害
状
況
を
調
査
し
、
こ
れ
を
八
月

二
十
三
日
現
在
で
取
り
ま
と
め
た

結
果
、
被
害
総
額
は
約
三
億
六
千

万
円
に
上
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

※
カ
ッ
コ
内
は
、（
被
害
カ
所
数：

被
害
額
）

■
農
業
施
設
（
百
二
十
七
カ
所：

一
億
五
百
八
十
万
円
）

・
農
地　

二
十
五
カ
所

・
農
業
施
設　

百
二
カ
所

■
林
業
施
設
（
六
十
三
カ
所：

四

千
三
百
七
十
三
万
円
）

・
林
道　

二
十
二
路
線
、

　
　
　
　

六
十
三
カ
所

■
公
共
土
木
施
設
（
百
七
十
カ
所

：

二
億
百
二
十
四
万
円
）

・
道
路　

八
十
四
カ
所

・
法
面
・
山
腹　

八
カ
所

・
河
川
・
沢　

四
十
九
カ
所

・
側
溝　

九
カ
所

・
そ
の
他　

二
十
カ
所

■
観
光
施
設
（
三
カ
所：

三
百
二

十
六
万
円
）

・
水
路　

二
カ
所

・
そ
の
他　

一
カ
所

■
災
害
対
策
（
被
災
者
等
対
応　

七
百
二
十
四
万
円
）

応
急
復
旧
の
取
り
組
み

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
町
民
生
活

や
産
業
活
動
の
安
定
確
保
の
た
め
、

生
活
関
連
道
路
を
中
心
に
応
急
復

旧
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
八
月

二
十
六
日
現
在
で
、
四
路
線
の
通

行
止
め
は
あ
る
も
の
の
、
生
活
関

連
道
路
は
全
線
通
行
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

赤芝峡を濁流が襲う赤芝峡を濁流が襲う（（７月１７日）７月１７日）
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ま
た
、
農
業
基
盤
の
復
旧
の
た

め
、
町
単
独
の
耕
地
小
規
模
災
害

復
旧
費
補
助
金
を
創
設
し
ま
し
た

が
、
八
月
二
十
六
日
現
在
、
五
十

七
件
の
申
請
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
ほ
か
、
特
に
被
害
の
大
き
か
っ

た
井
の
下
土
地
改
良
区
幹
線
用
水

路
の
応
急
工
事
を
行
い
、
通
水
を

確
保
し
ま
し
た
。

　

国
か
ら
支
援
を
受
け
て
本
格
的

な
災
害
復
旧
工
事
に
着
手
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
記
録
的
な
豪
雨
災
害

と
な
っ
た
昭
和
四
十
二
年
の
羽
越

水
害
を
機
に
、
国
や
県
の
機
関
が
、

水
害
か
ら
私
た
ち
の
生
活
を
守
る

　

羽
越
災
害
で
は
、
流
木
が
橋
に

引
っ
か
か
り
被
害
を
大
き
く
し
ま

し
た
。
荒
川
流
路
工
上
流
の 
穴  
淵 

あ
な 
ぶ
ち

砂
防
堰
堤
に
は
流
木
止
め
が
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
豪
雨

で
は
、
約
一
五
〇
�
（
直
径
五
〇

㎝
、
長
さ
一
〇
ｍ
の
丸
太
約
八
十

本
）
の
流
木
を
受
け
止
め
、
氾
濫

被
害
の
発
生
に
大
き
く
貢
献
し
ま

し
た
。
越
沢
川
上
流
に
お
い
て
も

多
量
の
土
砂
が
流
れ
出
し
ま
し
た
。

入
山
砂
防
堰
堤
で
は
、
豪
雨
前
は

六
割
程
度
土
砂
が
貯
ま
っ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
の
雨
で
砂
防
堰
堤

は
土
砂
で
埋
ま
り
、
上
流
部
に
は

の
支
援
を
行
う
情
報
基
盤
を
整
備

し
て
き
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
土
砂
災
害

異
常
堆
積
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
貯
ま
っ
た
土
砂
の
量
は
約

八
〇
〇
〇
�
（
八
ト
ン
の
ダ
ン

プ
カ
ー
一
五
〇
〇
台
相
当
）
で

下
流
の
被
害
発
生
を
防
止
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
現
在
、
町
内
十
五
カ

所
に
雨
量
計
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
の
危
険
が
想
定

さ
れ
る
地
点
へ
の
Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

（
監
視
カ
メ
ラ
）
を
設
置
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
災
害
時
に
は

現
場
の
状
況
を
安
全
か
つ
瞬
時

に
把
握
し
、
警
戒
・
避
難
活
動

通水可能となった井の下幹線用水路

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
治
水

事
業
を
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
飯
豊
山
系
砂
防
事
務
所
、

横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所
、
置
賜
森

林
管
理
署
、
そ
し
て
、
山
形
県
置

賜
総
合
支
庁
建
設
部
の
か
た
が
た

に
、
現
在
ま
で
の
治
水
事
業
の
姿

や
、
今
後
の
事
業
展
開
の
方
向
性

な
ど
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

 
効
果
を
発
揮
し
た 

砂
防
施
設  

　
「
当
事
務
所
は
、昭
和
四
十
二
年

八
月
の
羽
越
水
害
を
契
機
に
、
昭

和
四
十
四
年
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん

の
生
活
を
守
る
た
め
の
砂
防
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

災害対策室の様子

流木を受け止めた穴淵砂防堰堤

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

飯
豊
山
系
砂
防
事
務
所

古
川　

正
幸　

所
長
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で
す
。
そ
の
中
で
も
洪
水
調
節
機

能
に
つ
い
て
は
、
増
水
し
た
川
の

流
れ
の
一
部
を
ダ
ム
に
貯
め
、
川

に
流
れ
る
水
の
流
れ
を
調
節
し
、

下
流
の
地
域
を
水
害
か
ら
守
り
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
ダ
ム
地
点
で

の
最
大
流
入
量
毎
秒
八
八
〇
�
の

う
ち
、
毎
秒
五
七
〇
�
を
ダ
ム
に

よ
っ
て
貯
め
込
み
、
ダ
ム
か
ら
の

放
流
量
を
毎
秒
三
一
〇
�
と
す
る

こ
と
で
洪
水
流
量
の
低
減
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
完
成
後
は
、

既
に
完
成
し
て
い
る
大
石
ダ
ム

（
新
潟
県
関
川
村
）
と
共
に
、
梅

雨
前
線
や
台
風
な
ど
の
大
雨
に

よ
っ
て
起
こ
る
洪
水
か
ら
流
域
町

村
を
守
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

廃
地
の
百
五
十
分
の
一
と
の
報
告

が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
に
強
い
森
林
を
つ
く
る
に

は
、
大
面
積
の
一
斉
伐
採
を
避
け

た
り
、
伐
採
跡
地
へ
の
造
林
を
確

実
に
行
う
ほ
か
、
森
林
を
健
全
な

状
態
に
保
つ
た
め
の
間
伐
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
に
森
林

の
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
が
必
要

な
森
林
は
、
保
安
林
に
指
定
し
て

保
全
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
当

署
で
は
、
今
年
度
末
の
保
安
林
面

積
が
全
面
積
の
約
九
割
に
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぎ
、

災
害
か
ら
下
流
の
住
民
の
皆
さ
ん

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、
治

防
止
の
た
め
今
後
と
も
尽
力
い
た

し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
も
、
普
段
か

ら
避
難
経
路
の
確
認
な
ど
を
家
族

で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
」。

早
期
の
完
成
を
目
指
し
て

国
土
交
通
省
北
陸
地
方
整
備
局

横
川
ダ
ム
工
事
事
務
所

七
澤 　

馨　

所
長

　
「
現
在
、平
成
二
十
年
三

月
の
完
成
を
目
指
し
て
横

川
ダ
ム
の
建
設
を
進
め
て

い
ま
す
。
横
川
ダ
ム
は
、

洪
水
を
防
ぐ
こ
と
ば
か
り

で
は
な
く
、
渇
水
の
時
に

は
川
に
必
要
な
水
を
流
し

て
、
地
域
経
済
を
支
え
る

工
業
用
水
の
安
定
供
給
、

発
電
も
行
う
多
目
的
ダ
ム

横川ダムの完成予想写真

間伐材を利用した笊渕治山ダム（手前）

　

災
害
は
い
つ
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
襲
っ
て
く
る
の
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
横
川
ダ
ム
の
建
設
を
と
お
し

て
、
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
」。

森
林
の
持
つ
機
能
を
強
化

　
「
森
林
は
、落
葉
や
草
な
ど
で
地

表
を
覆
う
ほ
か
、
地
中
深
く
伸
び

た
木
の
根
が
保
持
す
る
た
め
、
水

を
蓄
え
、
降
雨
な
ど
か
ら
土
壌
の

侵
食
や
流
出
を
守
る
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
あ
る
調
査
に
よ
れ

ば
、
森
林
と
荒
廃
地
の
土
砂
の
流

出
慮
を
比
較
す
る
と
、
森
林
が
荒

農
林
水
産
省
林
野
庁
東
北
森
林
管
理
局

置
賜
森
林
管
理
署

小
林　

栄
昌　

署
長
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一
カ
所
、
道
路
七
カ
所
、
合
わ
せ

て
三
十
八
カ
所
で
被
害
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
被
害
内
容
に
つ
い

て
は
、
法
面
崩
壊
や
護
岸
が
削
り

取
ら
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

大
き
く
被
害
を
う
け
た
所
に
つ
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
国
の
災
害
査

定
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
優
先
順
位
に
基

づ
き
、
交
通
規
制
箇
所
や
春
の
融

雪
時
期
や
農
業
用
水
の
利
用
時
期

に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、
早
期
の

着
工
を
目
指
し
ま
す
。
昭
和
四
十

二
年
の
羽
越
水
害
以
降
、
県
で
は

計
画
的
に
治
水
事
業
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
小
国
町
内
に
は
総
延
長

が
一
六
〇
㎞
に
も
お
よ
ぶ
県
の
管

轄
河
川
が
二
十
三
河
川
あ
り
ま
す

が
、
荒
川
や
小
国
田
沢
川
、
貝
少

川
で
は
河
川
の
治
水
能
力
を
高
め

る
よ
う
護
岸
工
事
や
川
底
を
低
く

す
る
河
川
改
修
工
事
な
ど
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
十
年
の
河
川
法
改

正
に
伴
い
、
新
た
に
「
環
境
」
と

い
う
河
川
維
持
の
言
葉
が
加
え
ら

山
ダ
ム
等
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
治
山
ダ
ム
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
間
伐
材
に
よ
る
パ

ネ
ル
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
間
伐

材
の
利
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
、
森
林
整
備
や
治
山

事
業
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」。

「
環
境
」も
考
え
た 

整
備
を
展
開

　
「
こ
の
た
び
の
豪
雨
災
害
に
よ

り
西
置
賜
管
内
で
は
、
九
十
八
カ

所
で
山
形
県
管
理
の
河
川
や
道
路

で
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
う

ち
、
小
国
町
内
で
は
、
河
川
三
十

山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
建
設
部

西
置
賜
河
川
砂
防
課

青
山　

憲
二　

課
長

れ
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
河
川
環
境
の
整

備
と
保
全
（
多
自
然

型
川
づ
く
り
）
や
地

域
の
意
見
を
反
映
し

た
河
川
公
園
な
ど
流

域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん

が
河
川
に
親
し
み
や

す
い
環
境
整
備
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
、
土
砂
災

害
の
情
報
を
提
供
す

る
な
ど
ソ
フ
ト
面
で

の
活
動
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
」。

河川に親しみやすい環境を整備（横川ふれあいの水辺事業）

昨年度の防災訓練より

防
災
意
識
を
高
め
よ
う

　

小
国
町
の
地
形
的
特
徴
に
対
応

し
た
治
水
事
業
は
、
今
後
も
自
然

環
境
と
の
調
和
を
図
り
な
が
ら
、

住
民
の
安
全
で
安
心
な
生
活
の
実

現
に
向
け
て
大
き
な
期
待
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
の
命
や
財
産
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
ー
災
害
か
ら
わ

が
身
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
が

災
害
時
に
適
切
な
行
動
が
取
ら
れ

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
家
族
や
地
域

社
会
全
体
出
で
防
災
意
識
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
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日
雨
量
、
五
三
二
㍉
。
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
八
日
か
ら
二

十
九
日
の
未
明
に
か
け
て
自
然
の
猛
威
が
町
を
襲
い
ま
し
た
。
未

曾
有
の
大
水
害
、
羽
越
水
害
で
す
。
被
害
総
額
は
七
十
六
億
円
に

も
お
よ
び
、
当
時
の
小
国
町
の
予
算
の
二
十
年
分
が
一
夜
に
し
て

流
さ
れ
ま
し
た
。

　

泥
沼
と
化
し
た
町
の
復
旧
か
ら
復
興
へ
。
こ
の
時
の
町
民
一
人

ひ
と
り
の
心
の
結
集
が
、
今
の
ま
ち
の
姿
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

五
十
年
を
振
り
返
る
今
、
羽
越
水
害
は
後
世
に
伝
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
大
き
な
出
来
事
の
ひ
と
つ
で
す
。

新町50周年記念

写真で振り返る５０年
シリーズ４

写真で振り返る５０年

おおみずの記憶

新町50周年記念

シリーズ４

おおみずの記憶

赤芝峡は岩肌が現れるほど激流にえぐりとられた

流木で山となった小国橋
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　飯綱橋付近の洪水の様子（８月２９日早朝）

土砂に埋もれた稲穂を洗う

全国各地より届けられた救援物資
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方
自
治
法
に
基
づ
き
、
復
旧
経
費

四
千
五
百
五
十
六
万
三
千
円
を
町

長
が
専
決
処
分
し
た
こ
と
に
つ
い

て
、
議
会
の
承
認
を
得
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
九
千
八
百
八
十
九

万
二
千
円
を
追
加

　

さ
ら
に
本
格
的
な
復
旧
に
要
す

る
経
費
と
し
て
一
般
会
計
に
九
千

八
百
八
十
九
万
二
千
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
は
農
林
業
施

設
、
公
共
土
木
施
設
並
び
に
観
光

施
設
の
町
単
独
事
業
に
よ
る
災
害

復
旧
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
国
庫

補
助
・
負
担
事
業
に
よ
る
災
害
復

旧
事
業
の
査
定
に
向
け
た
測
量
設

計
等
の
調
査
に
要
す
る
経
費
を
措

置
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
町
単

独
の
耕
地
小
規
模
災
害
復
旧
費
補

助
金
に
つ
い
て
、
該
当
箇
所
が
百

カ
所
以
上
あ
り
ま
し
た
の
で
、
所

要
額
を
措
置
し
た
ほ
か
、
林
道
の

単
独
災
害
復
旧
に
か
か
る
経
費
を

計
上
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
補
正
後
の
一
般
会

計
予
算
総
額
は
、
六
十
二
億
七
千

九
百
三
十
九
万
九
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

平
成
十
六
年
第
六
回
臨
時
議
会

が
、
八
月
九
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
議
会
で
は
、
七
月
十
七
日

の
豪
雨
災
害
を
う
け
、
復
旧
に
関

す
る
二
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

専
決
処
分
を
承
認

　

こ
の
た
び
の
災
害
を
う
け
て
広

範
囲
に
及
ぶ
農
地
、
農
業
施
設
、

町
道
等
の
災
害
に
早
急
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
地

異
業
種
間
の
交
流
と
産
業
連
関

を
図
り
な
が
ら
、
総
合
産
業
化

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

三
つ
目
に
は
、
快
適
な
暮
ら

し
の
舞
台
づ
く
り
で
す
。
情
報

通
信
、
道
路
交
通
等
の
生
活
環

境
の
改
善
や
地
域
景
観
の
保
全

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

四
つ
目
に
は
、
人
づ
く
り
で

す
。
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

未
来
に
向
け
て
明
る
い
展
望
を

抱
く
こ
と
の
で
き
る
人
づ
く
り

の
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　

五
つ
目
に
は
、
自
立
の
で
き

る
町
づ
く
り
で
す
。
住
民
の
ま

ち
づ
く
り
の
参
加
機
会
を
充
実

し
、
地
域
政
策
力
と
事
業
経
営

力
を
高
め
、「
自
分
自
身
の
足
で

立
つ
」
行
財
政
運
営
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

　

私
は
、こ
の
五
つ
の
柱
に
沿
っ

て
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

真
に
自
立
す
る
町
の
実
現
に
む

け
て
努
力
し
て
ま
い
る
決
意
で

あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
町
政
運
営
に
対

す
る
町
民
皆
様
方
の
ご
鞭
撻
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
引
き
続
き
町
政

運
営
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
身

に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、

そ
の
責
務
の
重
さ
に
新
た
な
る

決
意
を
抱
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

地
方
自
治
体
は
今
、
社
会
、

経
済
の
各
分
野
に
わ
た
っ
て
大

き
な
転
換
期
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
私
は
こ
う
し
た
変
化
を

認
識
し
、
次
の
五
つ
を
町
政
運

営
の
柱
に
据
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　

一
つ
に
は
、
思
い
や
り
の
あ

る
社
会
づ
く
り
で
す
。
世
代
間

の
多
様
な
交
流
を
促
し
、
少
子

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
て
い
き

ま
す
。

　

二
つ
目
に
は
、
地
域
資
源
を

活
用
し
た
産
業
づ
く
り
で
す
。

就
任
の
あ
い
さ
つ

小
国
町
長  
小
野
精
一

臨時議会
７・１７豪雨災害
復旧経費１億４,４４５万５千円を計上
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日
本
人
は
生
も
の
が

大
好
き
で
す
。
食
中
毒

は
一
年
を
と
お
し
て
発

生
し
ま
す
が
、
お
腹
を

こ
わ
さ
な
い
よ
う
に
、
し
っ
か
り

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

　

食
中
毒
の
予
防
は
大
き
く
分
け

て
五
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
新

鮮
な
食
材
を
使
う
こ
と
。
こ
ま
め

に
買
い
物
を
し
、
賞
味
期
限
は

石
井
里
佳

町
立
病
院  
派
遣
医
師

癒しの園癒しの園
健康考話健康考話

シリーズ 6

し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。
二

つ
目
は
低
温
で
食
べ
物
を
保
存
す

る
こ
と
。
で
も
冷
蔵
庫
に
食
べ
物

を
詰
め
す
ぎ
る
と
庫
内
の
温
度
が

上
が
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
冷
蔵

庫
の
大
掃
除
を
し
て
効
率
よ
く
保

存
し
ま
し
ょ
う
。
三
つ
目
は
し
っ

か
り
消
毒
を
す
る
こ
と
。
生
も
の

を
調
理
し
た
ま
な
板
や
包
丁
は
一

度
洗
っ
て
か
ら
次
の
食
材
の
調
理

を
行
う
よ
う
に
し
ま
す
。
調
理
が

終
わ
っ
た
ら
、
ふ
き
ん
も
含
め
熱

湯
や
薬
剤
で
消
毒
す
る
の
も
効
果

的
で
す
。
四
つ
目
は
十
分
に
加
熱

す
る
こ
と
。　

℃
、
一
分
間
の
加

７５

熱
で
病
原
性
大
腸
菌
は
殺
菌
で
き

ま
す
。
五
つ
目
は
食
中
毒
菌
を
寄

せ
付
け
な
い
こ
と
。
手
洗
い
を
行

い
、
菌
を
洗
い
流
し
ま
す
。
ま
た

も
っ
た
い
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、

少
し
で
も
危
な
い
と
思
っ
た
食
べ

物
は
捨
て
る
こ
と
で
す
。

　

以
上
が
食
中
毒
の
予
防
法
で
す

が
、
万
が
一
食
中
毒
に
か
か
っ
た

ら
早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し
ま

し
ょ
う
。
食
中
毒
で
大
事
な
こ
と

は
、
早
め
に
治
療
を
受
け
る
こ
と
、

他
人
に
う
つ
さ
な
い
こ
と
で
す
。

食
中
毒
に
負
け
ず
、
み
な
さ
ん
も

楽
し
い
食
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、今
年
で
三

回
目
を
数
え
ま
す
。こ
の
研
修
会
に

は
、町
内
の
小
中
学
生
約
六
十
名
が

参
加
し
、Ａ
Ｌ
Ｔ
九
人
と
ゲ
ー
ム
な

ど
を
と
お
し
て
楽
し
く
英
会
話
を

実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
は
、気
恥
ず
か
し
そ
う
だ
っ

た
雰
囲
気
の
子
ど
も
た
ち
も
ネ
ー

ム
プ
レ
ー
ト
づ
く
り
や
レ
ク
リ

レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど
で
緊
張

が
取
れ
る
と
、知
っ
て
い
る
単
語
や

身
振
り
を
交
え
な
が
ら
自
分
か
ら

積
極
的
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
に
話

し
か
け
て
い
ま
し
た
。参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
大
自
然
の
中
で
、
英

語
づ
く
し
の
二
日
間
を
満
喫
し
ま

し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
が
主
催
す
る
町

内
の
児
童
生
徒
が
県
内
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）と
交
流
す
る

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
」
が
、
七
月
二
十
九
、
三
十

日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、健
康
の
森

横
根
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
ド
ベ

ン
チ
ャ
ー
」
は
、
小
中
高
一
貫
教
育

の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
、県
内
の

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
先
生
方
と
寝
食
を
共
に

し
な
が
ら
、小
国
町
の
特
設
教
科
で

あ
る
「
国
際
・
情
報
」
で
学
ん
だ
英

会
話
力
を
実
践
す
る
と
と
も
に
、異

文
化
交
流
の
機
会
を
得
よ
う
と
実

＊
＊

＊

�
英
語
づ
く
し
の
二
日
間
�

＊
＊
＊

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
開
催

Ｔシャツにサイン交換

レクリエーションで交流



　町民との交流会の会場となったアスモ西側駐車場には、約１,５００人が詰め掛けた 一日警察署長を務めた高見盛関

サマースポーツ大会には小学生との綱引きに
参加した

食事は昼と夜の１日２回。最初に食事をする関
取衆の後ろで幕下以下の付き人が給仕をする

床
山
さ
ん
は
三
〜
五
分
で
ま
げ
を
結
う

　

新
町
五
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
、
大
相
撲
東
関
部
屋
・
錦
戸
部
屋
小
国
合
宿

が
、
八
月
十
四
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
東
芝
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
小
国
サ
イ
ト

相
撲
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
東
関
親
方
を
は
じ
め
人
気
力
士
の
高
見
盛
関

な
ど
総
勢
二
十
名
が
来
町
。
毎
日
の
稽
古
の
合
間
を
縫
っ
て
、
保
育
園
や
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
訪
問
の
ほ
か
、
サ
マ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
各
種
行
事
へ
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
月
は
そ
の
様
子
を
写
真
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

期
間
中
、
延
べ
三
千
四
百
人
が
朝
稽
古
の
見
学
に
訪
れ
た
。
写
真
は
高
見
盛
の
気
合
の
入
っ
た
ぶ
つ
か
り
稽
古
の
様
子

ーー 
小
国
が
揺
れ
た
十
日
間

小
国
が
揺
れ
た
十
日
間
ー
 
ー

大
相
撲
東
関
・

錦
戸
部
屋

新町５０周年記念

小
国
合
宿

小
国
合
宿
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�やったぁ～！岩魚を捕まえたぞ！

大輪の花火が小国の夜空を彩った

会場となった小国中グラウンドには約２,５００人の町民が花火に酔いしれた

　新町５０周年記念事業として、８月７日に「花火大会」が、
また１４日には「岩魚つかみ取り大会」が行われました。
　今年は、町内外の企業や町民の皆さんの協力により、
３年ぶりに「花火大会」が開催され、約１２００発の花火が
夜空を彩りました。さらに、横川親水公園で行われた
「岩魚のつかみ取り大会」には、約３００人の方が参加し、
会場には賑やかな歓声が上がっていました。

新

町５
０周
年記念

おすもうさんとジャンケン。どちら
が勝ったかな？

力士の訪問は、入所者を勇気づけた

全身が砂まみれになるまで懸命に稽
古に励む力士

町民との交流会の司会を務めた
山遊亭金太郎師匠

　

町
民
と
の
交
流
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
神
幸
勝
紀
実
行
委
員
長
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ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

お 知 ら せ コ ー ナ ーコ ー ナ ー
町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

■
町
営
住
宅

▼
幸
町
団
地　

２
Ｋ　

２
戸

▽
対
象　

同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、

住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た
で
前

年
度
所
得
額
が
月
額
二
十
万
円

以
下
の
か
た

■
勤
労
者
住
宅

▼
小
坂
町
１
号
棟

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸　

２
Ｋ　

２
戸

▽
対
象　

小
国
町
で
働
い
て
い
る

か
た

■
募
集
期
間　

９
月
３
日
�

　
　
　
　
　
　
　

〜　

日
�

１０

■
入
居
時
期　
　

月
上
旬

１０

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

▼
県
営
小
国
ア
パ
ー
ト

　

２
号
棟　
　

１
戸

■
募
集
期
間　
　

月
１
日
�

１０

　
　
　
　
　
　
　

〜
８
日
�

■
入
居
時
期　
　

月
上
旬

１１

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先

山
形
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

置
賜
西
事
務
所
（
�　

―
５
６

８８

５
１
）
へ

託
児
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ス 

受
講
生
募
集

■
日　

程　
　

月
４
日
�
、
５
日

１０

�
、
７
日
�
、
８
日
�
、　

日
１２

�
、　

日
�
、　

日
�
、　

日

１３

１４

１５

�
■
場　

所　

長
井
市
置
賜
生
涯
学

習
プ
ラ
ザ

■
受
講
料　

無
料

　
（
テ
キ
ス
ト
代
二
千
五
百
円
）

■
内　

容

　

託
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
保
育

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
必
要
な
基
礎

知
識
の
習
得
を
目
的
と
し
た
、

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成

講
座

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

▽
試
験

■
日　

時　
　

月　

日
�

１１

２１

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場　

所　

南
陽
市
役
所

■
申
込
期
間　

９
月　

日
�

２１

　
　
　
　
　

〜　

月　

日
�

１０

１５

▽
受
験
講
習
会
（
希
望
者
の
み
）

■
日　

時　
　

月　

日
�

１０

２８

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時　

分
３５

■
場　

所　

南
陽
市
役
所

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校

「
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
科
」 

受
講
生
募
集

■
実
施
時
期　
　

月
〜　

月

１０

１２

　
（
土
、
日
、
祝
日
は
除
く
）

■
場　

所

　

テ
ク
ノ
プ
ラ
ザ
米
沢（
米
沢
市
）

■
対
象
者

　

身
体
に
障
害
を
持
つ
か
た
で
、

職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
し
込

み
を
し
て
い
る
か
た
（
受
講
に

は
公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講

指
示
ま
た
は
受
講
推
薦
が
必
要

と
な
り
ま
す
）

■
募
集
人
員　
　

名
１０

■
受
講
費　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

と
保
険
料
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
）

■
申
込
期
限　

９
月　

日
�

２４

■
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
最
寄
り
の
職

業
安
定
所
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

山
形
県
立
山
形
職
業

能
力
開
発
専
門
校
能
力
開
発
支

援
課
（
�
０
２
３
―
６
４
４
―

９
２
２
７
）
へ

皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１

白い森　  楽祭 音 2004 ♪ ♪ ♪ ♪ 
♪ ♪ 

第２３回飯豊連峰 雨天決行 

■日　時　９月１９日�　午後１時～
■場　所　白い森交流センターりふれ
　　　　　野外能舞台（雨天決行）
■入場料　無料
■内　容　プロ、アマを問わない地元および近県

ミュージシャンによるコンサート
■出演予定　安部充宣、Ｑ・Ｙユニット、本間電子

楽団、今クインテット、ピクシー（以
上小国）、横澤カルテット（長井）、パ
インサイダー（米沢）、Ｂｌｕｅ  Ｍｏｏｎ、
小澤直子＆シーバスクラブ（山形）、
ジャズテット（新潟）、ケロヨンズ（仙
台）

■問 合 先　教育委員会へ

■日　程　１０月２４日（日）
■時　間　受　　付　９：００～９：５０
　　　　　スタート　１０：３０～
■場　所　小玉川小中学校周辺
■コース　○樽口峠コース（約１２㎞）
　　　　　○１０㎞　○５㎞　○２㎞
■参加費　一般　２,５００円　高校生以下　２,０００円
■申込方法　所定申込用紙に必要事項を記入し、参

加費を添えて事務局へ申し込んでくだ
さい。

■申込期限　９月２４日�（当日消印有効）
■申込・問合先
〒９９９－１３５２
小国町大字岩井沢６８３－１
飯豊連峰紅葉ジョギング大会事務局（町民総合体
育館内）へ。�０２３８－６２－５４２１
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小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

白
い
森
国
際
交
流
ワ
ー
ク 

シ
ョ
ッ
プ
舞
台
発
表
会

■
日　

時　

９
月　

日
�

１０

　
　
　
　
　

午
後
６
時
〜

■
場　

所　

町
民
総
合
体
育
館

■
内　

容　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
受

講
生
に
よ
る
、
全
体
演
劇
や
創

作
舞
台
の
発
表

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
へ

第　

回
歩
こ
う
会

４２

■
日　

程　
　

月　

日
�

１０

１７

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
３
時

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
「
風
の
ホ
ー
ル
」

■
内　

容

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▽
テ
ー
マ
「
親
子
の
ふ
れ
あ
い

に
つ
い
て
考
え
る
」

　

子
育
て
中
の
母
親
、
子
育
て

に
関
わ
る
か
た
の
意
見
発
表
や

意
見
交
換

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
期
限　

９
月　

日
�

１７

※
託
児
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課

へハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

■
日　

時　

９
月　

日
�

１１

　
　
　
　
　

午
後
５
時　

分
開
演

３０

■
集
合
場
所
と
時
間

　

役
場
東
側
駐
車
場

　

午
前
８
時　

分
集
合

３０

■
コ
ー
ス　

胡
桃
平 
― 
白
子
沢

　
（
高
松
）林
道
大
平
峠
線　

徒
歩

約
８
キ
ロ

■
募
集
人
員　
　

名
５０

■
参
加
費

　

大
人
二
千
円
、
中
学
生
以
下
千

円
（
保
険
料
、
交
通
費
、
写
真

代
な
ど
）

■
申
込
期
限　

９
月　

日
�

３０

■
持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
雨

具
、
参
加
費

■
申
込
・
問
合
先　

健
康
福
祉
課

へ子
育
て
フ
ォ
ー
ラ
ム

■
日　

時　

９
月　

日
�

２６

＊＊＊新刊図書＊＊＊
◆元気 五木　寛之
◆ＩＣＯ－霧の城 宮部みゆき
◆車　善吉 塩見鮮一郎
◆安野光雅の画集 安野　光雅
◆年金の本 井戸　美枝
◆超節約レシピ７０ テレビ朝日
◆ごちそうえほん つちだよしはる
◆簡単に断れない 土屋　賢二
◆みんなのホームページ作り

ワンステップ教育研究所
◆読書の時間によむ本 　西本　鶏介
※ほか多数入荷しました。

今月の町長と語る日は９月３０日�です。
お気軽においでください。

総合センターから総合センターから

ひ
き
こ
も
り
講
演
会

■
日　

時　

９
月　

日
�

２２

　

午
後
１
時
〜
２
時　

分
４５

■
場　

所　

南
陽
市
中
央
公
民
館

　
（
え
く
ぼ
プ
ラ
ザ
１
階
）

■
参
加
費　

無
料

■
内　

容

▽
講
演
会

　

演
題
「
ひ
き
こ
も
り
と
ど
う
向

き
あ
う
か
」

▽
講
師　

国
立
大
学
法
人
新
潟
大

学
医
学
部
教
授　

後
藤
雅
博
氏

■
申
込
期
限　

９
月
８
日
�

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

置
賜
保
健
所

地
域
保
健
予
防
課
精
神
保
健
福

祉
係
（
�
０
２
３
８
―　

―
３

２２

０
１
５
）
へ

■
場　

所　

総
合
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料　

無
料

■
問
合
先　

山
形
学
院
高
等
学
校

ハ
ン
ド
ベ
ル
部
（
�
０
２
３
―

６
４
２
―
６
８
０
９
）
へ

花
の
賑
わ
い
物
産
展

■
日　

時　

９
月　

日
�

２５

　
　
　
　
　
　

〜　

日
�

２６

　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

■
場　

所

川
西
ダ
リ
ア
園
多
目
的
広
場
内

特
設
会
場

■
内　

容　

置
賜
各
市
町
の
特
産

品
の
展
示
販
売

■
問
合
先　
（
財
）置
賜
地
域
地
場

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　
（
�
０
２
３
８
―　

―
１
８
１

８８

５
）
へ

年金相談

○日　程　９月８日�
○受　付　１０：３０～１４：３０
○場　所　役場町民相談室
○内　容　年金に関すること
○問合先　町民課へ

無料公証相談

　１０月１日�～７日�は「公証週間」
です。この期間中は、公証役場で無料
公証相談所が開設され、公正証書に関
する法律相談を行います。
○日　程　１０月１日�～７日�
○場　所　米沢公証役場
○問合先　〒９９２－００４５
　米沢市中央３丁目７番６号
　米沢公証役場（�０２３８－２２－６８８６）へ

無料司法書士法律相談

　多重債務に関する相談や土地・建物
の売買、相続、賃貸借に関する相談な
ど様々な相談に応じます。
○日　時　１０月９日� １０：００～１６：００
○面接相談会場　山形県司法書士会館
　　　　　　　　（山形市）
○電話相談番号　０２３６－６３５－８１５１
○問合先　山形県司法書士会
　　　　　（�０２３－６２３－７０５４）へ
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ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

お知らせコーナーお知らせコーナー

就業時間年  齢職       種求人数事  業  所  名
８：００～１７：００３０～５０土木施工管理技士２人山 和 建 設 ㈱
８：００～１７：００２５～４５土木建築作業員１人安 部 工 業 ㈱
８：００～１７：００不問ダンプ運転手、事務員５人大 河 内 産 業 ㈲
８：００～１７：００不問土木技術員３人㈱ 船 山 工 務 店

８：００～１７：００１８～５０
土木施工管理技士、重機
オペレーター、分別作業員

５人㈱ 横 川 建 設

８：００～１７：００１８～４５板金、溶接加工員１人㈲ ウ ェ ー ブ
８：００～１７：００不問マシンオペレーター３人㈱クリスタルプロットラッド山形営業所
８：００～１６：５０不問マシンオペレーター３人㈱ミナトエンジニアリング
８：３０～１６：４０ほか１８～４９オペレーター３人㈱アイライン山形支店
８：３０～１７：００３０～６５洗浄工１人㈲ 小 国 技 研
８：００～１７：００１８～６５交通誘導１０人㈲ 村 上 警 備 保 障
８：００～１７：００１８～４０電気工事２人ハ イ コ ー ㈱
８：２５～１７：３０１８～２３整備士１人㈲三栄自動車工業
８：００～１６：４５ほか２０～４０給油業務員４人㈱ジェイエイサービスおきたま
９：００～１７：４５２４～３５半導体製造５人㈱ティエスティ仙台営業所
８：３０～１６：４０ほか１８～４０シリコンウェハー製造３人㈱トーコー庄内営業所
８：３０～１６：４０ほか１８～４０シリコンウェハー製造８人㈱トーコー新潟営業所
９：００～１７：４５２０～４０機械設計３人㈱フォース仙台営業所
８：３０～１７：１０不問機械設計３人㈱インタープロジェクト新潟営業所
９：００～１７：４５２２～４０機械設計１人㈱インタープロジェクト仙台営業所
８：００～１７：００不問サービス、役務係１人アベプランニング
８：００～１７：００２０～４０セールスドライバー２人ヤマト運輸㈱小国営業所
８：００～１７：３０３０～５７営業１人㈲ 東 部 開 発
９：００～１７：１５２０～５０保険営業１０人日本生命保険相互会社川西営業所
９：１５～１７：００不問保険営業５人アクサ生命保険㈱長井分室
９：１０～１６：５０２５～５５保険営業５人朝日生命保険相互会社長井営業所
８：４５～１７：４５ほか２０～３２販売員２人㈱ コ メ リ
１０：００～２０：００ほか１８～４０販売員３人㈲ ク リ エ イ ト
８：４５～１８：００１８～５０店員２人㈲ 蔵 王 ス ト ア ー
８：００～１７：００１８～４０農産物加工３人㈲新股・河原角農畜産物加工施設
８：３０～１７：３０１８～４５販売員１人小 国 食 糧 ㈱
８：００～１７：００１８～４５麺製造２人㈱ 小 国 製 麺
１６：００～０：００２０～３０ホールスタッフ１人日 常 茶 飯 美
１０：００～１４：００ほか２０～５０食堂店員２人㈲ 菊 一
１０：００～１７：００不問食堂店員２人ワンダーランド子天狗
１１：００～１４：００ほか１８～４５調理、販売２人㈲白い森よこね物産品直売所
９：００～１８：００ほか２３～６５介護職員５人㈱キュアドリーム

　左の表は、８月１０日現在の新規求人の
内容です。無効になっている場合もありま
すのでご了承ください。このほかの求人
情報は、ハローワーク長井（�８４―８６０９）へ。

　山形労働局では、労使間のあらゆる労
働紛争についての相談を受け付けます。
職場のトラブルでお困りのかたは、利用し
てください。
■日　時　９月２８日�
　　　　　午前１０時から午後３時
■場　所　長井公共職業安定所
■問合先　山形労働局総務部企画室
　　　　　（�０２３－６２４－８２２６）へ

求人情報求人情報求人情報

１１１１１１１１１１１１１１日日日日日日日日日日日日日日労労労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働働働相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談ココココココココココココココーーーーーーーーーーーーーーナナナナナナナナナナナナナナーーーーーーーーーーーーーー開開開開開開開開開開開開開開設設設設設設設設設設設設設設１日労働相談コーナー開設

　

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
整
備
講
習
会

１６
■
日　

程　

９
月　

日
�

３０

■
場　

所　

置
賜
生
涯
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
（
長
井
市
）

■
内　

容　
　

ミ
リ
フ
ィ
ル
ム
の

１６

洗
浄
整
備
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
問
合
先　

西
置
賜
地
区
視
聴
覚

教
育
協
議
会
（
�　

―
５
６
６

８８

１
）
へ

山
形
県
新
環
境
計
画
に 

関
す
る
意
見
聴
取
会

■
日　

時　

９
月
９
日
�

　

午
後
１
時　

分
〜
３
時　

分

３０

３０

■
場　

所　

置
賜
総
合
支
庁
講
堂

　
　
　
　
　
（
米
沢
市
）

■
内　

容　

山
形
県
新
環
境
計
画

の
策
定
に
向
け
、
環
境
保
全
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
温
暖
化
対
策
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
聴
取

■
問
合
先　

置
賜
総
合
支
庁
環
境

課
（
�
０
２
３
８
―　

―
６
０

２６

３
５
）
へ

１
７
１
番
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

　

災
害
が
発
生
し
た
地
域
で
は
、

家
族
や
知
人
の
安
否
を
確
認
す
る

電
話
な
ど
が
集
中
し
、
一
時
的
に

電
話
の
か
か
り
に
く
い
状
態
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
１
７
１
番

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
災
害

発
生
時
に
被
災
地
内
の
家
族
や
知

人
と
安
否
の
確
認
の
連
絡
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
有
効
な
手
段
で
す
。

　

電
話
の
利
用
方
法
は
「
１
７
１
」

を
ダ
イ
ヤ
ル
し
た
あ
と
、
音
声
ガ

イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
伝
言
の
録
音
や

再
生
を
行
い
ま
す
。
公
衆
電
話
や

携
帯
電
話
か
ら
も
利
用
が
で
き
る

の
で
、
自
宅
の
電
話
が
使
え
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
も
、
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
９
月
５

日
�
ま
で
の
防
災
週
間
期
間
中
は

体
験
利
用
が
で
き
ま
す
の
で
、い
ざ

と
い
う
と
き
の
連
絡
手
段
と
し
て
、

家
族
や
親
類
な
ど
の
間
で
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
先　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
山
形
支
店

災
害
対
策
担
当
（
�
０
２
３
―

６
２
１
―
９
１
８
１
）
へ

Ｃ
Ｒ
Ｅ
８（
ク
リ
エ
イ
ト
）ま
つ
り

■
日　

時　

９
月　

日
�

２６

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

■
場　

所　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー

■
内　

容　

リ
サ
イ
ク
ル
体
験

（
牛
乳
パ
ッ
ク
利
用
の
紙
す
き
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
工
作
）、フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
煙
突
探
検
、
施

設
内
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
、
お
も

ち
ゃ
の
修
理
、
臨
時
飲
食
店
、

リ
サ
イ
ク
ル
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
自
転
車
、
家
具
）
な
ど

　（財）労災年金福祉協会では、厚生労働
省の委託を受けて、労災保険のこと、仕
事の疲れやストレスからくる健康のこと
「過労死」・「精神障害」等に関する相談
に応じています。
　また、労災年金受給者のかたがたが抱
えておられる問題に即した福祉事業や適
切なアドバイスを行うための相談に応じ
ています。相談は無料で、秘密は厳守さ
れます。お気軽にご利用ください。
■問合先　山形労災年金相談所
　　　　　（�０２３－６２４－５３８４）へ

過労死等の相談について

←



小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

お知らせコーナーお知らせコーナー

場　　所対　　象受付時間乳　幼　児　健　診月　日

健康管理センター
※持ち物
母子健康手帳、問診票
（３カ月児、１歳児健
康診査は除く）

１６年２～６月生まれ１３：００～１３：３０

ツベルクリン接種１０/６

ツベルクリン判定
ＢＣＧ接種

１０/８

１３年２～４月生まれ１２：３０～１３：００３歳児健康診査１０/１５

１６年７月生まれ
１３：００～１３：１５

３カ月児健康診査
１０/２９

１５年１０月生まれ１歳児健康診査

保健カレンダー

※詳しいことは、健康福祉課へ。

▽
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者

募
集

■
募
集
店
数　
　

店
５０

■
参
加
資
格　

置
賜
在
住
で
、　
１８

歳
以
上
の
か
た
（
高
校
生
、
商

業
者
の
か
た
は
除
く
）

■
参
加
費　

無
料

■
商　

品　

衣
類
、
家
具
、
手
作

り
作
品
、
雑
貨
な
ど

■
申
込
方
法　

千
代
田
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　

９
月　

日
�
〜　

日
�

１３

１５

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
問
合
先　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
�
０
２
３
８
―
５
７

―
４
０
０
４
）
へ

▽
『
あ
そ
び
の
広
場
』

■
日　

程　

９
月　

日
�
、　

日

２１

２８

�
子
育
て
講
座
（
離
乳
食
順
調

で
す
か
）、　

月
５
日
�
、　

日

１０

１２

�
■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▽
『
な
か
よ
し
広
場
』

■
日
程
と
場
所

▼　

月
７
日
�

１０

　

総
合
セ
ン
タ
ー
交
流
室

▼　

月　

日
�

１０

１４

　

お
ぐ
に
保
育
園

＊＊ 献　血 ＊＊　今、県内で血液が不足しています。皆さんのご協力をお願いします。
そ の 他時　　間会　　場日　　程

献血手帳をお持ちのかた
は、持参してください。

９：３０～１２：００小国高等学校
９/３０ �

１３：４５～１６：００横川ダム工事事務所前
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子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
か
ら

■
時　

間　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

▽
『
支
援
セ
ン
タ
ー
開
放
』

　

広
い
遊
戯
室
や
園
庭
で
思
い

切
り
遊
ば
せ
た
い
時
、
ぜ
ひ
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
日　

時　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　
　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■
場　

所　

お
ぐ
に
保
育
園
内

※
詳
し
い
こ
と
は
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー（
�　

―
２
３
３
０
）

６２

へ犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

○
犬
を
飼
う
と
き
は
必
ず
犬
の

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い

　

生
後　

日
以
上
の
犬
を
飼
う
と

９１

き
は
、
市
町
村
に
登
録
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。「
小
型
犬
、
室
内

犬
」
も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
狂
犬
病
予
防
注
射
は
お
済
み

で
す
か

　

生
後　

日
以
上
の
犬
は
、
法
律

９１

に
よ
り
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い

犬
は
、
早
め
に
受
け
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

○
鑑
札
は
必
ず
つ
け
ま
し
ょ
う

　

登
録
に
よ
り
交
付
さ
れ
る
鑑
札

を
犬
の
首
輪
な
ど
に
つ
け
る
こ
と

も
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

迷
い
犬
に
な
っ
た
と
き
飼
い
主

を
探
す
こ
と
が
で
き
、
野
犬
と
し

て
捕
獲
、
処
分
と
な
ら
ず
に
す
み

ま
す
。

○
マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

▼
放
し
飼
い
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
必
ず
オ
リ
な
ど
で
飼
う
か
、

つ
な
い
で
飼
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
散
歩
の
際
は
必
ず
綱
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。
他
人
に
迷
惑
を
か
け

る
の
を
防
ぐ
だ
け
で
な
く
、
犬
を

事
故
や
病
気
な
ど
か
ら
守
り
ま
す
。

▼
散
歩
中
の
犬
の
「
ふ
ん
」
は
、

必
ず
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

有
料
道
路
身
体
障
害
者
等 

割
引
制
度
改
正

　

平
成　

年
６
月
１
日
�
か
ら
、

１６

従
来
の
有
料
道
路
に
お
け
る
身
体

障
害
者
の
か
た
の
「
割
引
証
」
が

使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

割
引
証
に
代
わ
る
、
新
た
な
割

引
登
録
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

か
た
は
、
早
め
に
健
康
福
祉
課
で

手
続
き
を
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

←



　

国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
自
主
納
付
し
て

い
る
か
た
に
、
国
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
書

が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
先
に
つ
い
て
は
、
全
国
の
銀
行
、

信
用
金
庫
、
信
用
組
合
、
労
働
金
庫
、
農
協
、
漁
協
、

郵
便
局
（
簡
易
郵
便
局
を
含
む
）
等
の
金
融
機
関
や

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
通
じ
て
納
付
で
き
ま
す

の
で
、納
付
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
納
め
忘
れ
が
な
く
便
利
な
口
座
振
替
も
あ

り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
小
国
町
で
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
小
坂
町
店

　

▽
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
町
原
店

　

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

■
問
合
先　

町
民
課
へ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

国民健康保険より

　交通事故や第三者の行為によってケガなどをした場合
も、国民健康保険を使って治療を受けることができます。
この場合は、国民健康保険があとで加害者に費用を請求
します。
　
必ず届け出を
　国保で治療を受ける場合、国保への「第三者行為によ
る被害届」が必要です。この届け出がないと、国保が使
えないことがありますので、交通事故があったら警察に
届け出をするとともに、国保の窓口（役場町民課）へ届
け出てください。
　
届け出に必要なもの
　○事故証明書（後日でも可）　○保険証　○印かん
　
示談の前に連絡を
　国保に届け出る前に、加害者から治療費を受け取った
り、示談を済ませたりすると、国保が使えなくなること
があります。示談を結ぶ前に、必ず役場町民課へ相談し
てください。
■問合先　町民課へ

交通事故に交通事故にああっったたとときき

お知らせコーナーお知らせコーナー

　

老
人
保
健
の
財
源
は
、
各
医
療
保

険
の
加
入
者
が
納
め
て
い
る
保
険
料

（
税
）
と
、
国
、
県
、
町
の
負
担
金

に
よ
る
も
の
で
す
。
多
く
の
人
々
の

協
力
で
ま
か
な
わ
れ
る
制
度
で
す
か

ら
、
そ
の
有
効
利
用
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
医

療
費
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
老
人
医
療
受
給
者
全
員
に
対
し
、

２
カ
月
ご
と
に
医
療
費
通
知
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
健
康
管

理
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

医
療
機
関
か
ら
の
領
収
書
と
医
療
費

通
知
の
記
載
事
項
と
の
内
容
に
相
違

が
な
い
か
、
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
確
認
事
項　

受
診
医
療
機
関
名
、

診
療
年
月
、
日
数
、
総
医
療
費
等

　

な
お
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
（
レ

セ
プ
ト
）
は
、
国
民
健
康
保
険
診
療

分
が
診
療
を
受
け
た
月
の
２
カ
月
後

に
、ま
た
社
会
保
険
分
が
５
カ
月
後
に

町
に
届
く
た
め
、医
療
費
通
知
の
送
付

は
そ
れ
以
降
に
な
り
ま
す
。ま
た
医
療

機
関
か
ら
の
請
求
が
遅
れ
た
り
、審
査

機
関
で
の
審
査
が
長
引
い
た
場
合
に

は
、通
知
が
遅
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

老
人
保
健
か
ら
の

お
知
ら
せ

〜
医
療
費
通
知
に
つ
い
て
〜

ホームページアドレス　ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｉｃ-ｎｅｔ.ｏｒ.ｊｐ/ｈｏｍｅ/ｏｇｕｎｉｗｗ/
総合センター（教育委員会事務局） �６２－２１４１　  町民体育館 �６２－５４２１　  町立病院 �６１－１１１１　  老人保健施設 �６１－１２００

　骨髄バンクのドナー登録が、休日にで
きます。ぜひご協力ください。
■日　時　９月１２日�
　　　　　１０：００～１１：００　１３：００～１４：００
■場　所　置賜保健所（米沢市）
■対象者　２０～５０歳までの健康なかた
■申込方法　事前に電話で申し込んでく

ださい。
■申込日時　月～金曜日　８：３０～１７：００
■申込・問合先　置賜保健所医薬事係
　（�０２３８－２２－３８７２）へ

骨髄
バンクのドナー登録を

○裁判員制度とは
　国民のみなさんに裁判員として刑事裁
判に参加してもらい、被告人が有罪かど
うか、また有罪の場合はどのような刑に
するかを裁判官といっしょに決めてもら
う制度です。アメリカ、イギリス、ドイ
ツ、イタリアなどでも行われています。
○導入されると
　裁判が身近で分かりやすいものになり、
司法に対する信頼の向上につながること
が期待されます。
○いつから実施されるのか
　「裁判員の参加する刑事裁判に関する
法律」が公布された平成１６年５月２８日か
ら５年以内に実施されます。
※詳しいことは、裁判所ホームページ
　（ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃｏｕｒｔｓ.ｇｏ.ｊｐ/）でご覧に
なれます。
■問合先　山形地方裁判所
　　　　　（�０２３－６２５－９５１０）へ

裁判員制度 国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ



■
日
時
と
場
所　

９
月　

日
�

１８

　

▽
午
後
１
時
〜
総
合
セ
ン
タ
ー
集
会
室

　

▽
午
後
６
時　

分
〜
玉
川
小
中
学
校
体
育
館

３０

■
入
場
料

前
売
券
千
円
（
一
律
）、
当
日
券
一
般　

千
七

百
円
、
学
生　

千
四
百
円
、
小
中
学
生
・　

才
６０

以
上 
千
円
（
前
売
券
は
、
Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た

ま
小
国
支
店
お
よ
び
各
取
次
店
、小
国
米
穀
商

業
協
同
組
合
で
買
い
求
め
て
く
だ
さ
い
）

※
製
作
協
力
券
お
よ
び
山
形
県
共
通
鑑
賞
券
も

使
用
で
き
ま
す
。

■
問
合
先　

佐
藤
農
機
店　

横
山
（
�　

―
２

６４

３
２
０
）
へ

お知らせコーナーお知らせコーナー

小国町役場　�０２３８－６２－２１１１　ＦＡＸ０２３８－６２－５４６４
小国町健康管理センター（健康福祉課） �６１－１０００　　子育て支援センター �６２－２３３０

　

た
ば
こ
が
健
康
に
与
え
る
影
響

は
、た
ば
こ
を
吸
う
人
の
み
な
ら
ず
、

吸
わ
な
い
人
に
ま
で
及
び
ま
す
。国

も
「
健
康
日
本　

」
や
「
健
康
増
進

２１

法
」
の
中
で
、
た
ば
こ
を
吸
わ
な
い

社
会
の
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

小
国
町
立
病
院
で
は
従
来
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
も
と
、喫
煙
室
を

設
け
る
こ
と
で
病
院
内
で
の
分
煙

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か

し
禁
煙
を
目
指
す
動
き
が
高
ま
り
、

多
く
の
医
療
機
関
で
の
禁
煙
化
が

行
わ
れ
て
い
る
の
は
ご
存
知
の
と
お

り
で
す
。

　

小
国
病
院
で
も
皆
さ
ま
の
健
康

を
保
持
、
増
進
す
る
立
場
と
し
て
、

よ
り
よ
い
環
境
を
築
い
て
い
く
一
環

と
し
て
、
病
院
内
を
禁
煙
と
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
つ
き
ま
し

て
は
、
平
成　

年　

月
１
日
�
よ

１６

１０

り
喫
煙
室
を
廃
止
し
、
病
院
の
建

物
内
を
終
日
禁
煙
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
に
気
持
ち

よ
く
小
国
町
立
病
院
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

小
国
町
立
病
院
院
長

小
国
町
立
病
院
が

禁
煙
に
な
り
ま
す

児童手当が
小学校３年生まで拡大されました
　平成１６年４月１日から、児童手当の支給対象年齢が、
現在の義務教育就学前（６歳到達後最初の年度末）か
ら、小学校第３学年修了前（９歳到達後最初の年度末）
までに拡大されました。
　新たに児童手当を受けようとする児童の保護者のか
たは、健康福祉課（公務員は勤務先）で、認定請求等
の手続きが必要となります。
　なお、改正に伴う新規認定請求等は、法施行日より
平成１６年９月３０日まで受け付けたものに限り、特例的
に４月１日（または支給要件に該当した日）にさかの
ぼって支給されます。
■改正の内容

  

  

  

  

※所得制限（一定の控除があり、限度額は年によって
変更される場合があります）があり、所得が一定以上
の場合は、児童手当が支給されない場合があります。
※以前に、所得要件により児童手当を受けることがで
きなかったかたでも、所得や扶養親族等の変更により
該当する場合があります。
■手続き（小学校１～３年生の保護者のかたには、申
請用紙等を発送しています）

  

 

 

■問合先　健康福祉課へ

改 正 後改 正 前

小学校第３学年修了
前（９歳到達後最初
の年度末）

義務教育就学前
（６歳到達後最初の
年度末）

対象年齢

同左
第１子、２子 ５,０００円
第３子以降 １０,０００円

手当月額

同左２月、６月、１０月支払時期

新小学３年生
（Ｈ７.４.２～Ｈ８.４.１生）

新小学２年生
（Ｈ８.４.２～Ｈ９.４.１生）

新小学１年生
（Ｈ９.４.２～Ｈ１０.４.１生）

●現在児童手当を受給してい
ない保護者のかた⇒新規認定
請求書の提出が必要です。

当該児童について、小国
町から本年３月３１日ま
で児童手当を受給して
いた保護者のかたは、新
たな手続きは必要あり
ません。（４月以降も引
き続き支給されます）

●弟、妹などがおり、現在児童
手当を受給している保護者の
かた⇒額改定認定請求書の提
出が必要です。

■日　時　１０月２日�　９：００～１２：００
■場　所　南部地区（主会場：小玉川小中学校）
■内　容
○煙ハウス体験　　　　　○バケツリレー訓練
○応急処置医療救護訓練　○炊き出し訓練
○消防団による火災防ぎょ訓練
■その他　県の消防防災ヘリコプター「もがみ」

による救出救護訓練もあります。
■問合先　町民課へ

　西置賜防災センターでは、１０月から１月まで
の間、希望する地区や地区公民館などに出向き
「防災防火教室」を開催します。家庭に潜む火
災の原因を知り、安全な家庭を築くため、地区
単位などで「防火防災教室」を開催してみませ
んか。
■内　容　消防職員による防火講話、防火ビデ
オ映写、消火器の操作訓練など（１時間程度）
■問合先　西置賜防災センター（�８８－１２１２）へ

平成１６年度 

映
画「
お
に
ぎ
り
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｉ
Ａ
物
語
」上
映
会

　

年　

月
１
日（
金
）よ
り

　
１６
　
１０

�

�

�

�

�������������������������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������������������������
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�
�
�
�

�
�
�
�
�

出前「防火防災教室」開催

小学校３年生小学校３年生ままでで拡拡大大さされましたれました
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今
月
は
、
今
薬
店
（
栄
町
）
店
主

今
洋
子
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
「
東
京
都
葛
飾
区
出
身
の
私
が
、

現
在
の
場
所
に
店
を
構
え
た
の
が
、

昭
和
四
十
六
年
の
こ
と
で
す
。
以

来
小
国
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
ひ
い
き

に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
大
変
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
店
は
、
風
邪
薬
や
胃
腸
薬
な

ど
一
般
の
家
庭
薬
全
般
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
千
円
の
お
買
い
上
げ
毎
に
、

一
ポ
イ
ン
ト
を
差
し
上
げ
、
五
十

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
と
千
円
相

当
の
商
品
と
交
換
で
き
ま
す
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、朝
夕
の
冷
え
込
み

に
よ
り
、
風
邪
な
ど
体
調
を
崩
し

や
す
く
な
る
季
節
を
迎
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
時
は
、
ぜ
ひ
、
当
店
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。お
客
様
の
症
状

に
あ
っ
た
薬
を
提
案
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。ま
た
、
最
近
は
、
薬
に
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
を
起
こ
さ
れ
る
か

た
が
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の
た
め
、

当
店
で
は
、
お
客
様
と
の
会
話
を

大
切
に
し
、
症
状
や
体
質
に
あ
っ
た

薬
を
提
供
す
る
よ
う
心
が
け
て
い

ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
お
客
様
か
ら
気
軽

に
、そ
し
て
安
心
し
て
相
談
で
き
る

薬
店
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
皆
様
の
お
越
し
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
」。

（
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―
２
１
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４
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今薬店の皆さん

人
口
の
う
ご
き 

誕生おめでとうございます。 

ふ う ま  

兵 庫 舘  齋　藤　風　真 
大　輔 
優　希 （ 

だ い き  

兵 庫 舘  佐　藤　大　樹 
秀　樹 
香　織 （ 

た だ か ず  

幸 町  瀬　賀　忠　和 
三喜雄 
初　美 （ 

ほ の か  

岩 井 沢  山　吉　穂乃香 
　大 
和　恵 （ 

あ ん じ ゅ  

越 中 里  舟　山　杏　樹 
和　也 
真　理 （ 

おくやみ申し上げます。 

人  口　男 … 4,905人（＋2） 

女 … 5,160人（＋3） 

計…10,065人（＋5） 

世帯数 　　3,304世帯（＋1） 

平成16年７月31日 

長 沢  

伊 佐 領  

　 北 　  

石 滝  

(88) 

(87) 

(72) 

(102)

結婚おめでとうございます。 

緑 町  
米 沢 市  

野　澤　朋　之 
坂　野　ルミ子 （ 

片 貝  
新 潟 県  

佐　藤　秀　一
天　春　富士子 （ 

安　部　い　ち 

渡　部　善三郎 

　丹　　利　雄 

　今　　　　ミ 
　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
発
祥
の

地
ギ
リ
シ
ア
で
ア
テ
ネ
五

輪
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、

日
本
選
手
団
の
活
躍
は
素

晴
ら
し
か
っ
た
で
す
。
競

技
を
一
目
見
よ
う
と
テ
レ

ビ
観
戦
し
、
寝
不
足
だ
っ
た
か
た

も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

取
材
先
で
ス
ス
キ
の
穂
を
目
に

す
る
た
び
、
秋
が
そ
こ
ま
で
き
て

い
る
の
を
感
じ
ま
す
。
食
欲
、
ス

ポ
ー
ツ
、
そ
し
て
芸
術
の
秋
。
九

月
五
日
に
は
、
り
ふ
れ
野
外
能
舞

台
で
、「
日
仏
芸
術
文
化
公
演
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
芸
術
の
秋
に
一

流
の
舞
台
芸
術
を
鑑
賞
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。（

井
上
）
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